
３学期がスタートしました 
 １月１０日に３学期の始業式を行い、生徒代表の中村君に３学期の抱負を発表

してもらい、令和５年度の五ヶ瀬中の最後の学期がスタートしました。例年であれ

ば、年が明け、新鮮な気持ちになるものですが、今年は元日から能登半島地震が

発生し、翌日には羽田空港で衝突事故が起き、多くの方々が被害にあわれるという悲惨な出来事を受け止

めなければなりませんでした。被害を受けた地域には、１日も早い回復を心から望みたいです。式の中で生

徒には次のようなことを伝えました。「この状況を自分ごとと受け止め、想像してください。想像力こそが、相手

の立場の理解につながり、自分が同じ状況にあったらこうしようなど行動力に結びつくはずです。」 

また、１２月下旬に、厚生労働省の検討会は、健康のために推奨する睡眠時間や生活習慣

を世代ごとに示した「睡眠ガイド」を新たにまとめたということが報道されましたので、下にそ

の資料の一部をつけています。五ヶ瀬町で取り組んできた『早寝・早起き・朝大豆』の取組の

根拠にもつながり、吸収しやすい脳の状態で授業を受けることで、学力向上との関連が高い

ということを生徒には伝えました。 

さらに、あいさつについては、これまでも生徒会で取組が見られましたし、地域の方々から

も意見をもらいます。挨拶がコミュケーションの窓口であるとともに、会話が広がるきっかけ

となるような気持ちで挨拶を心掛けて欲しいと伝えました。 

３学期で、３年生は卒業します。全校生徒でそれぞれの思いが伝わ

る卒業式にしていくために、それまでの日々を過ごしていきましょう。 

 

私立高校入試及び地域連携面接練習の実施 
 ３年生にとって、３学期は自分の進路を決めるため受験のシーズンとなります。今年度

は、早い人は１２月から受験が始まっていますが、１月２３日から県内外の 8 校の私立高

校の入試に挑んできました。当日は、降雪もあり心配しましたが、全員大きなトラブルも

なく、力を発揮してくれたようです。 

これからの入試に先がけて、１月１５日には、五ヶ瀬中等教育学校を会場にして、中

等の先生方と地域の学校運営協議会委員の方々を面接官として、地域連携面接練

習を実施しました。これまでも五ヶ瀬中等教育学校で面接練習を実施していました

が、今年度より新型コロナウイルスの５類移行により再開しました。見慣れない会場や

面接官を前に緊張感が高まって、本番を前にいい練習になったようです。五ヶ瀬中等

教育学校の先生方、学校運営協議会委員の皆様、御協力ありがとうございました。 
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